
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

全体総括

経営状況的には、「経常収支比率」,「流動比率」
及び「料金回収率」ともに100％を超えており、健
全な経営が維持できていますが、企業債残高対給水
収益比率に見られるように、企業債への依存度が高
まっている傾向にあることから、費用削減や経営の
合理化を進めなければならない状況になっていま
す。
　また、施設については、老朽化が進んでいるた
め、経年化率等による優先順位に基づき、将来的な
経営状況を鑑みつつ、計画的に施設の更新を進めて
いく必要があります。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　⇒指標が100％を上回っており、健全な経営が行われ
ていますが、数値が低下していることから、費用削減や
経営の合理化に努めていく必要があります。
②累積欠損比率
　⇒累積欠損金はありません。
③流動比率
　⇒指標は100％を上回っており、支払いに要する現金
の確保が図られていますが、企業債残高が上昇してきて
いることから、企業債の発行の抑制に努めます。
④企業債残高対給水収益比率
　⇒設備投資費用の増加に伴い数値が上昇傾向にあり、
将来的負担の軽減を図るため、今後は債務残高の圧縮に
努める必要があります。
⑤料金回収率
　⇒指標が100％を上回っており、給水に係る費用が給
水収益で賄われていますが、数値が徐々に低下している
ため、料金改定など給水収益を確保する取組みが必要で
す。
⑥給水原価
　⇒ほぼ一定の値で推移しており類似団体平均値を下
回っていますが、施設の更新に伴う減価償却費が増加傾
向にあるため、今後は上昇が見込まれます。
⑦施設利用率
　⇒漏水等による配水量が多い傾向にあるため、施設利
用率が昨年に引続き高めの数値になっています。
⑧有収率
　⇒概ね88％程度の値で推移していましたが、平成３０
年度より、漏水や区画整理事業区域内の水質維持のため
の排泥の影響から低下傾向にあります。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　⇒保有資産の耐用年数が近づいており、施設の老
朽化が進んでいるため、計画的な施設の更新が必要
となります。
②管路経年化率
　⇒類似比較団体より低い水準にあり、管路の更新
を継続して行い、施設の維持管理に努めていく必要
があります。
③管路更新率
　⇒計画的に老朽管の更新事業を進めてきています
が、近年は老朽管更新対象地区が市街地や国県道に
なったために費用がかさみ、更新率が低下していま
す。

2. 老朽化の状況
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資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 54,304

経営比較分析表（令和2年度決算）
埼玉県　羽生市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 1.52 0.90 0.32 0.26 0.05

平均値 0.71 0.75 0.63 0.63 0.60

108.00

109.00

110.00

111.00

112.00

113.00

114.00

115.00

116.00

117.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 115.76 115.07 115.19 110.76 110.89

平均値 113.16 112.15 111.44 111.17 110.91

44.00

45.00

46.00

47.00

48.00

49.00

50.00

51.00

52.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 48.21 47.65 49.14 49.86 51.17

平均値 46.88 46.94 47.62 48.55 49.20

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 2.91 1.98 1.65 1.38 1.32

平均値 13.39 14.48 16.27 17.11 18.33

①経常収支比率(％)

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.68 1.00 1.03 0.78 0.92

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 226.11 194.85 248.52 269.29 374.11

平均値 357.82 355.50 349.83 360.86 350.79

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 350.65 368.85 366.05 380.69 391.66

平均値 307.46 312.58 314.87 309.28 322.92

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 108.19 109.46 107.25 103.75 103.38

平均値 106.01 104.57 103.54 103.32 100.85

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 139.46 137.24 140.20 146.10 146.86

平均値 162.24 165.47 167.46 168.56 167.10

56.00

57.00

58.00

59.00

60.00

61.00

62.00

63.00

64.00

65.00

66.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 62.32 62.29 64.71 64.05 64.03

平均値 59.11 59.74 59.46 59.51 59.91

82.00

83.00

84.00

85.00

86.00

87.00

88.00

89.00

H28 H29 H30 R01 R02

当該値 88.53 88.21 85.02 84.84 85.16

平均値 87.91 87.28 87.41 87.08 87.26
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⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和2年度決算）
埼玉県　羽生市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

58.64 926.06 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法適用 下水道事業 公共下水道 Cc1 非設置 54,304

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 62.96 36.54 79.65 1,925 19,811 4.29 4,617.95

①有形固定資産減価償却率
□全国平均値、類似団体平均値を下回っているが、
これは令和２年に公営企業会計に移行したためであ
る。
②管渠老朽化率
□法定耐用年数を超えた管渠の延長はないため全国
平均値、類似団体平均値を下回っている。
③管渠改善率
□毎年管渠の修繕を進めているため管渠が改善され
ている。

2. 老朽化の状況

全体総括

１．経営の健全化・効率化
□多くの指標で全国平均値、類似団体平均値を下
回っている。今後は、令和３年に策定した経営戦略
に基づき、経営基盤の強化と財政マネジメントの向
上に取り組みむことが求められる。その中でも経費
回収率が100％を大きく下回っていることは、使用
料で賄えない分を一般会計からの繰入金で補填され
ているため、早急に使用料の適正化に取り組む必要
がある。
２．老朽化の状況
□今後もストックマネジメント計画に基づき、終末
処理場等の改築更新を継続して行うものである。ま
た、道路地下に埋設された管渠の内側の状態を確認
するためのカメラ調査や道路内にあるマンホールの
点検・調査を行い、管渠等の改善を継続して進めて
いる。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率、⑤経費回収率
□経常収支比率は100％を超えているものの、経費
回収率は100％を大きく下回り、類似団体平均値と
比べ22％以上低い。これは本来使用料で賄うべき経
費を回収できておらず、その分一般会計からの繰入
金で補填されている。汚水処理費の削減に努めると
ともに、適正な使用料の見直しが必要である。
②累積欠損金比率
□累積欠損金は発生していないため0％である。
③流動比率
□100％を大きく下回り、全国平均値、類似団体平
均値を大きく下回る。これは企業債償還金が多いこ
とが要因である。支払能力を高めるためにも経営改
善が必要である。
④企業債残高対事業規模比率
□全国平均値、類似団体平均値を大きく上回ってい
る。今後施設の改築更新事業などを計画的に進める
ことで企業債残高対事業規模比率の減少に努めた
い。
⑥汚水処理原価
□150円を超える部分は、分流式下水道に要する経
費として一般会計から繰入れている。
⑧水洗化率
□類似団体平均値が近似値となっているが、全国平
均を下回っている。経営健全化を図るためにも、普
及促進活動を行い、水洗化率の向上に努める必要が
ある。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.67】 【3.64】 【67.52】 【705.21】
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【36.52】 【5.72】 【0.30】


